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研究成果の概要（和文）：前近代においては、紛争解決における「裁判」と「裁判外」の関係は近代におけるほど截然
と分かれておらず、さらに、とりわけ社会上層部・政治中央部においては、紛争解決状況の法的側面と政治的側面が一
見分離しがたい外観を呈することがある。
とりわけ社会中層部・下層部においては、類型が「裁判」であれ「裁判外」であれ、紛争の解決さらには回避のために
多岐的な方策が模索されるが、これは、裁判を担う政治権力に、判決効を保障するだけの実力が伴っていない場合に顕
著になる、

研究成果の概要（英文）：For the dispute resolution in the medieval and early modern society, it is importa
nt to understand that the relation between the 'judicial' and 'extra-judicial' patterns of resolution were
 very much connected and intermingled. It is noteworthy as well, that the legal or judicial context of aff
airs were sometimes not identifiable from the political context, especially in the dispute among the high 
class actors. 
As against, especially among the middle or lower class of actors, there were continuous effort to fine or 
construct the ways and tools to resolute the past or present disputes and to avoid or kill the possibility
 of future dispute. It is important to note that this tendency was especially evident under the condition 
of relative feebleness of the political power to back up the efficiency of the judgement. 
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１．研究開始当初の背景 
2003 年からの意見交換・2005 年の国際中世
学会でのセッション報告をもとに 2007 年に
発足した「比較紛争解決類型史研究会」構成
員（メンバーはその後拡充）で受給した 2008
～2010 年度科研費「紛争解決類型の比較史
－前近代における社会的調整のありかた－」
(課題番号 20330003)による研究の継続深化 
２．研究の目的 
・多様な地域の前近代社会における紛争解決
／回避の方法（複数）の併存状況の解明 
・これを背景とした紛争解決類型としての
「裁判」特化の状況（あるいは有無）の解明 
・この特化ないし収斂の反射・反映としての
広義の公証力の分散（＝裁判ないし準裁判に
よる公的証明力獲得から法律行為それ自体
が帯同する公的証明力のための法制度整備
ないし法律行為の要件化）の事例析出 
３．研究の方法 
・事例析出・分析 
・類型的特徴の理論的整理 
４．研究成果 
各研究年度において順次つぎのことが明ら
かになった。最後に、全体として明らかにな
ったことを記す。 
(1)2011 年度 
①中世における「裁判」と「裁判外」認識を
確認する際には、史料の残存状況がかなり重
要な影響を持つ。残存史料から「裁判外」の
紛争解決類型の存在を強く推定できる場合
と、その存在は推定できるものの、「裁判」
の影に隠れて見えにくい場合がある。 
②中世のみならず近世に入っても、裁判の制
度化・原則化の程度は地域により大きな開き
がある。これに対応して、紛争解決効の認識
が、紛争解決案履行に向けての、当事者によ
る事実上の各種強制に依存するのか、あるい
はすでに、制度それ自体が理論上紛争解決効
を持つとみなされていたのかについて、より
詳細な分析が必要である。 
(2)2012 年度 
①地域により時代により、また、紛争の類型
により、紛争にかかわる情報源が、当初の予
想よりもさらに多岐にわたることが確認で
きた（同時代的意識においても法務文書であ
るものから、なんらかの権力を持つ機関にか
かわる行政文書、さらには、年代記等の叙述
史料まで）。このため、これら情報源のクロ
スレファレンスによって個別の紛争の実態
に迫るだけでなく、紛争およびその解決の法
的性格を見極めるための視点を、自覚的に形
成維持することが重要である。 
②①の反射として、前近代について、メイン
の紛争解決類型（～「裁判」）とサブの紛争
解決類型（～「裁判外」）という区分の同時
代的認識を前提として紛争とその解決を捉
えることは、実態に照らせばむしろ不適切で
あることが確認できる。 
③①により、分析対象となる事例の幅が広が
るため、個別具体的な紛争について、その政

治的性格と法的性格を截然と区分すること
は必ずしも容易ではなくなる。しかし、分析
する際には、政治的問題の政治的解決と、解
決に与えられる法的座標とを意識的に認別
する姿勢がとりわけ重要である。 
(3)2013 年度 
①前近代において、地域・時期における多少
の差異はあるものの、紛争解決類型が顕著に
「裁判」に特化する動向は、むしろ認めがた
い。 
②おそらくは①の反映として、従来紛争解決
類型として想定されてきた「調停」あるいは
「仲裁」と並ぶか、場合によってはそれ以上
に、紛争回避策として、各種法律行為の法的
な「たしかさ」の確保策＝広義の公証力獲得
の方策が見られる場合がある。とりわけ「登
録」および「非訟事件手続」の展開が注目さ
れる。 
(4)全体 
おおむねつぎのことが確認できた。 
①前近代において、「裁判」と「裁判外」と
は、近代におけるほど截然と分断された関係
にある紛争解決類型ではなかった。 
②過去の特定的紛争事態に対する「解決」と、
将来において不定期に再現される危険性を
はらむ現在の不調和状態の「解決」について、
漠然とではあるが、対応に一定の差異があっ
て良いとの認識が見られる。 
③将来における紛争の発生ないし再発に対
する予防的効果としての「法的なたしかさ」
を、現在もしくは過去の事態についての裁判
に期待し得ない場合の対応策の工夫がみら
れることがあり、これは、利用可能な裁判制
度の判決の紛争解決効への期待可能性が薄
い場合ほど顕著になる傾向がある。 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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